
校長からのメッセージ

「何のために」「何をどう」を意識した、意識的な学びや取り組みを！！

 

 

新宿区立四谷中学校

学校だより

第９号
平成2３年８月２５日

長かった（かな？）夏休みも終わり、いよいよ 2 学期になりました。皆さんはどんな夏休みを過ごしま

したか。また、夏休みを活用し、何ができましたか。そして、有効に過ごせましたか。「なんで、すぐに終

わっちゃうの！」と思っている人も多いことでしょう。（実は私もその一人です。もっと長いといいな。） 

皆さんの中に、東日本大震災の復興支援のためのボランティア活動をした人はいませんか。もし、いる

なら担任の先生に連絡してください。学校が行っているボランティア活動としてきちんと位置づけ、この

プラタナスなどで皆さんに紹介したいと思います。（希望者に限りますが。） 

 

さて、2 学期ですが、学校としては運動会とともに一大イベントである合唱コンクールがあります。昨

年度、私は四谷中学校の合唱コンクールをはじめて体験しましたが、一人として逸脱したりいい加減だっ

たりする生徒がいなくて、とても素晴らしいものでした。今年も「昨年以上」を目指しましょう。 

また、2 年生には四谷地域での 5 日間の職場体験、3 年生には進路選択に伴う学校見学や体験入学など

があります。ぜひ四谷中学校の生徒として、誇りがもてる行動をとってほしいと思います。1 年生には特

に学習面に力を入れてほしいと思います。2 年生、3 年生での学習の基盤を 1 年生の時につくっておいて

ほしいからです。当たり前のことですが、意欲のないところに成果は生まれません。上に書いた行事や活

動も、そして学習も同じなのです。意識して活動に取り組み、学習を進めることが必要だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここで大切なのは、だれでも最初からゴールが見えていたり、意識したりしてはいないことで

す。一定の目標（これを短期的目標と言いますが）が達成されてから、次の目標が出てくる場合

もあるのです。しかし、ゴールや結果・成果などは、たまたまそこにあるのではなく、強く意識

してそれを設定し、それに向かって継続的に努力する気持ち（ビジョンや思いの強さ）によって、

より明確なゴールが生まれ、成果が導かれるのです。2 学期に、それを実行してください。 

 何事も、自分の信じた目的のために、ゴールを明確にして、その意味を与えながら、しっかり

と取り組んでいきましょう。行事や学習に「強く意識して、意欲的に」取り組みましょう。 

目的の明確化 

 ・何のためにやるのか 

 ・だれの役に立つのか 

 ・どのような意義が 

  あるのか 

目標の具体化 

 ・いつまでにやるのか 

 ・どの程度やるのか      

 ・どうなると      現状の把握 

よいのか      ・今はどうなのか 

 ・どうなりたいか   ・何が必要か 

                  ・何があればよい 

                   のか 

                  ・現実はどうか 

                  ・問題はなにか 

                  ・今の私はどうか 

    目標と現実の間にあるギャップに取り組む。      

 

   のか 

 

ビジョン 

思い・意欲 

ゴール 

結果・成果 

 

 右の図は、目的をもち、目標を達成する

人のプロセス（過程）がよく分かる図です。

やりたいこと、なりたい自分、将来の夢、

得たい成果など、ゴールを実現するために

は、願っているだけではだめです。それら

を意識して、実現するための手順が必要な

のです。それらは次のようなものです。 

 

① 目的（何のためにやるのか）を明確に

する 

② 目標をより具体的なものにする 

 

目的と目標の違いを理解しましょう。。 

 また、自分の状況など、現状を正しく把

握し、目標までの距離（どれだけやればよ

いのか）を具体的に把握する必要がありま

す。それにより、今どの程度頑張ればよい

のかが分かります。そして、今そうでない

自分（現状）をこうありたい自分（未来像）

に変えるプロセス（方法や手順）を考える

のです。 



6月4日に平成23年度第1回漢字検定

準2級 5名 3級 9名
4級 10名 5級 5名
６級 1名 7級 1名

6月11日に平成23年度第1回実用英

スピーチ部門

ナイスパフォーマンス賞

Runa Kojima, "My Travel Overseas" 準2級 1名 3級 11名
4級 12名 5級 7名

学校紹介の様子 7月23日に第209回数学検定があり

準2級 1名 3級 9名
4級 7名 5級 4名

平成23年度　新宿区中学生野球大会

（8月1日）

四谷Aチーム　準優勝

　夏休み中も、部活動に励む生徒の姿が多く

見られました。体育館工事の影響でいつもよ

りも大変な思いをした部活動もありました。

ここでは、出場した大会の戦績等をご紹介し

ます。

　8月19日金曜日に、第27回新宿区立中学校英
語学芸発表会が四谷区民ホールにて実施されま
した。各校スピーチやスキット・プレイ（英語
劇）部門で出場し、その他に、学校紹介を披露
しました。
　本校では2年C組の小嶋瑠奈さんがスピーチ部
門に出場し、次のような成績を修めました。ま
た、小嶋さんを除く英語部の4名が英語で学校紹
介を行いました。どちらも、大きな声でしっか
りとメッセージを伝えることができました。

9月11日 (日) 避難所運営管理訓練、四谷中学校

9月14日（水）朝8:00～8:20

　平成23年度第2回の漢字検定・実用英語技能

検定が下記の通り実施いたします。年間3回のう

ちの2回目となります。詳しい要項を配布いたし

ますので、確認の上、申込み期日を守ってお申

し込みください。各種検定は自分の力を試し、

客観的にも自分の実力を示すのに適していま

す。これを機に、挑戦してみませんか？

申込期間

8月26日（金）～9月16日（金）

英語検定 10月15日（土）
申込日

漢字検定 10月28日（金）16:30～

(月)

(火) 定期考査B（～28日）

9月14日 (水) 生徒会役員選挙

9月17日 (土) セーフティー教室

9月27日

第64回東京都中学校卓球選手権大会
（7月26日）

　個人戦出場　３年Ｃ組　秋山　諒
（新宿区中学校卓球選手権大会6/26　ベスト10）

3年保育実習（～14日）

8月25日 (木) 始業式

8月28日 (日) 連合水泳大会

9月6日 (火)

がありました。本校では69名がチャレンジしま
した。合格者数は次の通りです。

語技能検定がありました。本校では43名がチャ
レンジしました。合格者数は次の通りです。

ました。本校では29名がチャレンジしました。
合格者数は次の通りです。

2年職場体験（～8日）

9月12日

 

 

英語学芸発表会

部活動活動報告

8月、9月の主な予定

漢検＆英検&数検のお知らせ
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